
総合討論の論点 
１．  原子力安全の基本概念である深層防護は津波においても成立すべきだが、実際

はどのような策になるべきか？防潮堤、水密扉、・・・ 

 

2． 深層防護に基づき、原子力発電所において耐津波に役立つ設備や建屋、土木構
造物などを設計する際、どのような性能を求めればよいのか？ 

 

３．  津波防御や原子炉事故影響緩和のために、設備等を設計・施工する工法や考え
方は、どのようなプロセスで考えるべきだろうか？既存の土木・地震工学の工
法の延長で良いのか？ 

 

４．  原子力発電所の津波リスク評価方法は、どこまで確立・成熟しているのか？特
に、構築物・系統・機器の津波フラジリティ解析方法は、将来の津波被害の程
度に対処できると言えるのか？ 

 

５． 社会との関わりとして津波災害を想定した原子力防災は、原子力事故だけによ
る防災との違いは？ 

 

６． 原子力工学から見た他分野、特に土木工学、建築工学、地震工学分野との連携
に際して課題となるものは何か？ 
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原子力安全のための耐津波工学の体系 （参考資料 １） 
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深層防護のレベルに対応した津波基準 
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